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１．�はじめに

　サステナブル投資の拡大が続いている。2021

年７月に公表された調査報告によれば、世界の運

用資産に占めるサステナブル投資の割合が2020

年時点で35.9％に達していたことが明らかにな

った（GSIA［2021］）。かつては金融資本市場の

中でニッチな存在だったサステナブル投資は、今

日では、少なくとも数字上はニッチな存在ではな

くなっている。

　金融資本市場におけるサステナブル投資の存在

感が増す中、サステナブル投資の「付加価値」を

めぐる議論が高まってきた（注１）。こうした議論

の根底にあるのは、「サステナブル投資は、そう
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　本稿は、上場株式投資においてインパクト創出を能動的に目指す投資に焦点を当てる。具体的には、インパク
ト投資と銘打って行われている投資に加えて、機関投資家によるインパクト志向の高まりを背景に、インパクト
投資とは必ずしも銘打たないが、広義に捉えればインパクト投資の一種とみなし得る投資が増えてきていること
も踏まえて、これらを総体的に捉えて、その潮流を考察する。加えて、上場株式への投資における追加性をめぐ
る議論や、機関投資家によるインパクト測定・報告およびそれに関連する情報開示規制等の動向についても述べ
る。
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